
高度成長経i斉の結果生じた社会の多くのアンバランスを改

善し,かつ-最近の省資源,省エネルギー問題に対処し新しし､

価値観に立脚した高度な触祉社会を作り上げるにはう忘-‾f一計算

機とその応用技術､デ】タ伝送技術,制御技術およぴこれら

を融′ナするシステムニ技術を【ll核技術とするシステム開発が重

安な役割を果たすことは周知のとおりで,環境保全,資源有

効活用をjょらいとする環境制御,民fiり企業のf㌢埋化に伴う生

産システムの捻子ナ化,才勿流業界の合･玉里化に†-ドう物?充システム,

‾交通問題に対処する交池システム,情報処月旦のオンライン化

システム,都‾i‾1J問題に関辿する映像情報,上下水道システム,

イ榊人の福拙二を配膳こした医蝶,教育システムなど多くのシステ

ムの具現によりその期待を果たしつつある｡以‾卜,昭和48年

度のおもな分野における成果を述べる｡

環〕菟制御の分野においては,公吉防止関係とLて大気汚主奈

や水富子汚濁監視システムを開発したが,共嘩県に納入したも

のは1fiの大形制御用引一算機とディスプレイによるマン マシ

ン システムを採用し,新たに開発した二子測モデルをJ†卜､てオ

ンラインに予測が実行できる特上主をもっている〔,産業廃棄物

処理用にも省力化,自動化,縫消運転を臼的とした計算機制

御システムを開発した｡資i憤有効活用の一つとして水資源の

Jム城道川シミュレータの開発があり,線形計L如法を用いて水

;1;声

大気汚染監視予測システムを開発

近年,公害の監視が重視され,テレメータと計算機の組合

せによる公害管理システムが各地方自ifT休で検討されている｡

通常はオンライン用のミニコンピュⅥタとオフラインの事務

用計算機の組合せであることが多いが,1≠言の大形制御用計

算機だけでシステムを偶成し,コスト何では比較的安価で,

かつ,マン マシン コミュニケーションなどにおいて制御用

の特徴を生かし,さらに,イオウ酸化物による大気汚染のオ

ンライン予測が実行できる公害管理システムを開発した｡

一例として,兵唾県大与も監視センタ納めのHIDIC700シス

テムにつき以下に述べる｡図1はシステムの梢成を示すもの

である｡県】Fの観測局(約70),各政令市および大阪府二の計算

機とテレメータ回線により接続しプロセス入出力装置で情報

の受けi度しを行なう｡計算機の故障に備えて,ミニコンピュ

ータにより,データ収集のバックアップは可能である｡ソフ

トウェアの機能は下記のとおりである｡

(1)テレメータによるデータ収集:30分ごと,500項目

(2)大阪府へのデータ伝送:1時間ごと,200項目

(3)データファイリング:計測データのほかに汚染被害情報

広報発令情報,汚染物質排出手原情報などのファイリング

(4)マン マシン コミュニケーション:CRTを駆使し,各

椎情報を加工してカラー表ホ(表示例は図2に示す)｡

Systems

の二jニ測から水のj泣過配.分,道川f汁担jができる特上主がある｡.卜

下水道においても計算機制御システムがう立話化しつつある.⊃

省力牡由三システムとしては,鉄鋼,自動車産業分野で多〈

の実績をあげた｡また,交通関係ではCVS(Computer Cont-

ro11ed Vehicle System)高速格別御システム,首耶il■fi速料金

所川デ】タ中火集中処理システムの開発などがある｡物流関

係では,流通汚に門の介理化にイ半う新流通システムとして自利

倉ノ幸グ)必要仰がii●石まり,これに[むじてl-]劫車部品センター,

繊維丁充過センター,j令i束倉嘩など超人形から小形までみ椎の

自動倉埠の計算機制御システムを開発した｡その他,製鉄所

内における悦料ヤード管稗,鉄う凸輸送〔J勧化システムの1凋薙

がある｡

一帖報処即システムの代表的なものとしては,大形オンライ

ン システムであるMARSlO5阿鉄塊伸子約システム,火i海銀行

オンライン バンキング システムの本柿的様(か)刺,1{象庁

数値予報システムの問ヲ己などがあげられる｡その他,公衆lり】

線を利川したオンライン システムの1糊ヲ己,防犯1;〟災トータル

システムの完成は新しいiL全作l)に即したものといえる｡

社会触祉に関係の探い医棟数育,映像一11Fi糾の分野について

も尖版設備的なもの,.‾;Jし験,監視設備川りなJ性格のもク)の朋党

が終わり実用化に1｢りかって進ふつつある｡

(5)レポート:時報,日報,月報,年報

(6)各朽痍計計算:公害白書用データの作成

(7)予測:気象条件などを入力とし､過去データとの相関によ

I)統計的な汚主袈ポテンシャルの予測(前日,当日)および物理

モデルにより,数時間先までの濃度数値予測を行ない,広報,

規制の発令,解除の判断に利用｡
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図l 兵庫県大気監視予測システムの構成

国2 風眉己図

CRT表示例

49



水質汚濁を含む公害総合監視システムを完成

国内で初めての公害総合監視システムを秋拝=引こ納入した

(図3)｡現在本システムは,順調に稼(か)勅中である｡この

システムは,大気汚染,自動車排かlス,工場排出源･逆転層

および水質汚濁に及ぶ広範囲の汚主か伏i兄を総合的に集中監視

するHITOS-4000計測データ通信システムであり,中央監視

局と観測局とを有線で結び,各観測局で計測した各椎汚染物

質濃度や気象データをポーリング方式により中央に収集し,

加工,作表,表示,ファイルおよび統計処理を行か､,また,

秋田市システムと汚き束二状況のデーータ交枚を行なっている(図4)｡

おもな仕様は下記のとおりである｡

通信方式:半二重ポーりング

伝送 路:日本電信電話公社特定通信回線

伝送速度:200B/s

符号形式:

同期方式:

符号検定:

呼出し稚別

NRZ等長符号

ワード同期方式

水平,垂直パリティ

:定時､絹■時,任意,初期値,誤伝送再畔上i_-=ノ

通話

測定項目:大 気(イオウ酸化物､ダスト,風向,風速)

自動車排ガ､ス (一戸唆化炭素,窒素酸化物)

工 場(イオウ酸化物,COD,pH)

逆転層(風向,風速,iふL度,i比性差)

水 質(水札 pH.濁度,溶存酸素,導電率,

COD)
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匡】3 秋田県庁公害技術センターのテレメータ室

データ処理装置(什10.20kW)

テレメータ親局装置

磁気テープ装置

磁気ディスク装置

作表タイプライタ

CRTディスプレイ装置

グラフィック表示盤

データ表示盤

データ交換装置

操 作 卓

時計装置

中央監視局

(公害技術センター)

転大気観測局
=0局)

テレメータ子局一冬測定轢

白桃観測局 (3局)

テレメータ子局一冬測定横

工場観測局 (7局)

テレメータ子局-一名測定機

水質観測局 (3局)

テレメータ子局_各測定機

逆転層局 =局)

テレメータ子局一番測定機

＼中央監視 秋田市役所
システム

図4 秋田県公害総合監視システムブロック図
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ブイ式海況自動観測システムを開発

本システムは,f毎況,水質などの観測デ【タを迅速に把(は)

握することにより,沿岸海〕或の水質汚濁,赤潮発生の早期発

見に活用するとともに,漁場環境の某礎的資料を収集するこ

とを目的として開発し,山口県に納入した｡

本機器はブイ観測局と苑地局とから成り,ブイ観測局は検

出器,テレメータ子局装置,無線機および電池を.搭(とう)載

した直径約3.5mの円筒形ブイ(図5)で,海上に設置し,去§

地局は,無線機,テレメータ親局装置,作表タイプライタで

構成する｡

観i則局は基地局より定期的に出される指令によ

に水温,pH,i容有酸素などを測定して無線伝送し,

はi則定データをタイプライタに作表印字する｡

†毒運為Ⅶ甘

り,自動的

某地局で

図5 円筒

形ブイ

廃棄物処理用計算機システムを開発

近年,産業の急速な発展と人口の都市集中化により廃棄物

処理が大きな社会問題となっており,地方自治体や各工場,

事業所にて塵芥(じんかい)焼却プラントの建設が盛んである｡

計算機を導入する目的は,おもに省力化,自動化,安定およ

び経済運転などである｡

一例として,産業廃棄物処理プロセスに適用した計算機制

御システムについて以下に述べる｡

図6に対象プロセスを示す｡計算機システムのおもな処理

項目は次のとおりである｡

(1)トラックの塵芥搬入管理

(i)搬入時におけるトラックの行先管】聖

(ii)搬入伝票の作成

(2)クレーンの制御

(3)プロセスの監視およびレポートの作成

(4)ストーカ炉の制御(焼却量,蒸気量,空燃比など)

スチーム

ポイラ

煙

突

産業廃棄物

一主計トラックスケール

焼却炉

図6 産業廃棄物処理プロセス
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水資源の広域運用シミュレータの開発

本シミュレ【タは,予測計算部と運用計第二部で偶成される｡

予測計算部は,河川水量子札 畑地水上り負荷予札 水力ヲ巨竜

fi荷予測,上工水負荷予測から成る｡河川水量予測は,予測

モデルを表面i允佃,中=耶先山,地‾卜水流出の3純のモデルに

分け,各モデルの係数値を過去の雨天日数と雨量強度の柑関

計算から求めるとともに,河川水量を各流Jli呈の累栢として

算出する｡各仰角荷予測は,需要形態､季節,曜日,天候な

どを要因として時系列的に予測する｡道川計算部は,穀適ダ

ム逮捕計画,拉適牧水送配水計画,拉適ポンプ運転計粗 放

過調整池運用計画から成る｡運用計画は,ダム,河川,堰(せ

き),取水卜1,ポンプ,パイプライン,調整池などを‥つのネ

ットワーク系としてとらえ,大規模用線形計画法を用いて水

の姑過配分を決て志する(図7)｡

洪(二う)水時流出予

測(時間単位)
‾‾●‾

長期流出予測

(旬(じゅん)単位)

当日流出予測

(日単位)

洪水時ダム運用計画

l

l

長期運用計画

(旬単位半年)

l

当日運用計画

(時間単位日間)

l

広 域 水 系 プ ロ セ ス

洪水時負荷予測

(時間単位)

長期負荷予測

(旬単位半年)

当日負荷予測

(時間単位日間)

図7 水三資源の広域運用シミュレータの概要

上下水道計算機制御を開発

穀近,上下水道における計算機制御システムの噂入は,岩

瀬化しつつあり,上水道においては浄水場,ポンプ場などの

場内制御より水資源の有効活用の点からダム運札 牧水,浄

水,配水を含めた仝系の一拉通運転へのアプローチがなきれ始

めている｡

‾卜水道においてはきたるべき水質制御への布石としてCRT

を用いた集中監硯システムの導入が行なわれている｡

ここでは上水トータルシステム向けに開発した河川丁充出予

測システムと福岡市中部下水処理場向けHIDIC500システム

について紹介する｡

(1)河川鹿川予測システム

洪(こう)水および低水位管理のために偶発したシステムで

あり,従来のユニットハイドログラフ法や貯留関数法に代わ

り,オンライン計算機制御向けに適応修正機能を有し,オン

ラインで収集した雨量データ,水位データと雨量予測値のキ

ーボ【ド人力により流出予測を行なって,結果の記鈷およぴ

C RT表示を行なうシステムである(図8)｡

(2)下水道監視システム

福間市中部下水処理場納めHIDIC500システムは,カラー

グラフィックCRTを採用し,グラフィックパネルを集約形

とした集中監視システムである｡

プログラムはPCL(Process ControILanguage)を採

用し,将来の機能追加,変更などのプログラムメインテナン

スが容易なストラクチェアである｡

処理機能は以下のとおりであり,図9はグラフィック表示

の

ハ
∩
]

一例を示すものである｡

(a)データ収集および監視

(b) グラフィ ックCRT表示

(C)各柿下水処理演算

(d)血州三i言+錨,
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図8 河川流出予測モデル
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L
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`1日/計算値

QJ観測値

図9 グラフィックCRT例

予想水量

日産自動車株式会社納め生産管理システムを完成

本システムは,単体,権装,トリム,シャン,検才たの各工

糾およぴWBS･PIiSから成る組立1場を対象とし,牡鹿

計画に従って部品,材料,人,生産設備を同期化させ生耗臼

標を達成するため,｢生産計画に基づく各現場や部軍における

具体的な作業手順の立案+から始まり,日ごと,シフトごと

の｢各現場の作=史話,設備の負荷バランスを考慮して生踵効

率二近大化を図り+,r【ぁらゆる状況の変化に応じてダイナミッ

クに計担l.jを立て直し,対処してゆく+のが目的である｡

本システムの主要機能を具体的にあげると,スケジューリ

ング,作業指ホ,ステータス管理,実績把(は)捉,装置制御,

品質管理,供給部品管‡軋 問合せなどの機能を_1=+立計算機

HITAC 8400から′受けたマスタスケジュールのデータを姓に

オンラインで運用管理,管理水準の向上を図るものである

(【彗‖0)｡

槌気

テープ カードリーダ

＼＼
M-G __.__●

テープ′くンチ

コンソール
H旧】C

桟気

入出力ー中央処理装置-ドラム

Iプ…入I出力装置-ごォベレ_タ

事三｡.仙リリ吐逆虹』暮
コンソ■ル

享】∴;ディスプレイ

雷管著鮎整竺琵讐□(設踊)ロ(芸才言)丘(男;妄)

図10 自動車組立工場オンライン生産管理システムの構成

51



システム 日立評論 VOL.56 No.1

小形専用モートル統合生産システム用計算機完成

日立製作所の′卜形専用モートル製造部門に,制御用計算機

HIDIClOOを導入L,多椎少量生産の統合生産システムを完

成した(図1り｡本システムの特長は,シャフト加工ラインの

コンペヤ,マシンハンド,NC工作機を,それぞれオンライ

ン制御し相互の有機的連携動作を制御することにより,ライ

ンの完全自動化を図ったのみならず,倉庫のオンライン制御

をも行ない,′ト形専用モートル製造部門の大幅な省力化と生

産管]哩の自動化を,1台の制御用計算機により実現したこと

にある｡HIDIClOOはさらに,オフラインで,HITAC 8400

と結合しており,生産計画と生産実績とをテープベースでや

りとりし,受注から出荷までを計算機で管理するHIMICS計

画の一-･巽をになっている｡本システムは多椎少量生産への制

御用計算機導入のモデルシステムとしての意義は大きい｡

整･♭圃蘭J蘭 画二)
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図Il 小形専用モートルエ場概要区l

鉄鍋の生産管理システムを開発

最近の鉄鋼プラントはますます大形化しつつある｡これら

のプラントを有機的に運用するために,各プラント間の生産

協調をとるための生産管理システムの開発要求が高まってき

た｡日立一製作所は,その一環として圧延後のコイルを管理する

コイルヤード管理計算制御システムを開発し納入した(図12)｡

本システムは上位の計画計算機の大日程計画に基づき,コ

イルヤードの有効利用を図るため,コイルの配付,配替,払

出しなどをf央走するコイル管理最適スケジューリング システ

ムを備え,そのスケジューリング結果によりオンラインリア

ルタイムで誘導無線装置を利用し,クレーン運転員へ直接的

にコイルの搬入搬出指示を行なっている｡

図12 鉄鋼の生産管理計算機システム
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CVS-Pスーパーウェイ(高速路)制御システムの開発

最近の郡市交通の行き詰まりを打開するために,電動モー

タ駆動の車両を計算機により自動運転するCVS(Computer

controlled Vehicle System)が有望視されている｡日立製

作所をはじめ民間8杜が財団法人機械振興協会の開発委託を

′受け,東京都東村山市に実規模の実験システムを作I),--･部

実験を開始した(図13)｡

今凶納入した制御用計算機HIDIC350を中心とする計算機

システムは,日立製作所の分担するスーパーウェイ(高速路)

での車両を制御するもので,誘導無線を介して車両と交信し,

速度,操舵(だ)などの指令を直接計算機より出すことにより,

車両の完全自動運転を可能にしている｡実験は昭和50年2月

まで行なう予定で,今後実験の成果が大いに期待される｡

区I13 C V S

車両とテスト

コースの一部

首都高速道路公団納め

料金所用データ中央集中処理システムを完成

一最近,高速道路における料金徴収業務は路線長がふえつつ

あるため,データの収集,処理に多大な時間が費やされている｡

本システムは料金所のデータ収集処理を自動的に行なうも

ので,料金所の各レーンごとに車両感知器と徴集員の個人コ

【ド番号を読み込むカードリーダを設け,車両の通過台数と

個人コード番号を情報伝送装置によ-)束京管理部に伝送し,

中央でそれらの情報を制御用計算機HIDIClOOシステムによ

り処王里している(図川)｡主要な処理機能は次のとおりである｡

(1)大交替勤務ごと日報:1日2回(朝,夕方)徴収員の個人

コード番号ごとに勤務時間と通過台数を印字する｡

(2)単位時間ごと日報:1日1回(朝)1時間ごとの通過台数

を24時間分印字する｡

(3)週報,月報用の編集データを紙テープに打ち出す｡

(4)交通管制用の情報を交通管制用計算機システムに送る｡
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流通計算制御システムを完成

流通業界や各産業界の流通部門における合理化には,ます

ます拍車がかかり,新しい子充通システムが次々に占娃生してい

る｡

日立製作所においても,従来からの流通システム技術の経

験とノウハウを1一分に生かし,さらに新しい技術を開発して

これをフルに採り入れた各椎のシステムを続々と完成してい

る｡昭和4粥二に納入された代表的なもの二,二をあげると,

(1)日産自動車株式会社不‖校原部品センター納めHIDIC700

システム:この部品センターは,国内外の各ディーラーに対

する補修用部品のサービスを行なうわが回鼓大の規模を誇る

超大形自動倉庫システムである｡ここに納入されたHIDIC700

システムでは,入出唾制御に関連する高度な運用スケジュール

技法,機イ減や作業者の負荷バランスを図るコントロール アル

ゴリズム,各仰の荷役機械の制御や,機1滅の異常,故障のチ

ェック,機雑多l岐にわたる倉嘩情報処理,大容量ファイルの
打凌処理プログラム,各椎のマン マシン システム,インク

ヮイアリ システムなど多数の新しい技法,ソフトウェアを開

発導入し,効率よい運転が行なわれている｡

(2)丸紅繊維流通センタ叩納めHIDIC500システム:二二次繊

維製品の流通センターシステムとLて本格的に合理化された

初期のシステムである｡ニこでは季節や流行の変化による製

品の純類の激変,サイズ,柄,色など製品の椎類がきわめて

多く,メーカーおよびユーザーの多いことなど,バリエーシ

ョンに詰んでいることが大きな特徴である｡また注文もこま

切れ的な場イトや大量にかたまる場fナなどまちまちで,これを

カバーする計算機システムが要求され,バレタイズ,ピッキ

ング,入出庫関係の各椎スケジューリングなどを開発L,運

用が谷易で安全なシステムを確立した｡

(3)中央冷凍株式会社根橋冷蔵庫納めHIDIClOOシステム:

このシステムはわが国における冷i束自動倉庫の第1号システ

ムであり,計算機による完全自動入H-1嘩を行ない,庫内を完

全無人化することに成功した｡入出庫棚(たな)の決定におい

ては冷却効率の向.Lを図るために,埴内に品物を均一--･に格納

するアルゴリズムを使用するとともに,オペレーション ミス

のl妨止を図る各種の工夫が凝らされている｡

(4)その他:これらのほかに,自動車プレス部品自動倉庫,

同機械部品自動倉唾,アルミサッシ材料,製品の各自動倉庫,

自転車用部品倉庫などにHIDIClOO,同350,同500が多数納

入された｡

図ほは順調に様(か)動を続けている日藤自動車株式会社相

模原部品センターのHIDIC700システムである｡

区I15 日産自動車株式会社相模原部品センター納めHIDIC700システム

自動化冷凍倉庫の開発

ここ数年,食品業界においては都市化と生活様式の大きな

変化に呼応して,食生活面における冷i束食品の普及はめぎま

しく,コMルドナェーン綱の拡充とあわせ,物音充の拠点であ

るj令i束倉J車の建設が活発化している｡しかし冷i東食品のJ枚抜

いは-30qC以下という過酷な条件下の作業を余儀なくされて

いるのが現一状であり,労働条件の改善,省力化の面からも自

動倉庫のj算入の必要性が叫ばれるようになった｡

日立製作所はし､ち早くこの点に着目し,昭和45年より鹿島

建設株式会社と共同で自動化倉庫の冷蔵庫への適用につし､て

研究開発を進めてきたが,その成果として中央冷i束株式会社

より′受注した第1号プラントが板橋i充通団地の一画に完成し

た(図16)｡

開発にあたっては,-300c以‾Fという超低音見下における技

術上の諸問題の解i央とあわせ,冷i東食品の流動状況に即した

レイアウトおよび運用上の問題についてもー卜分な検討がなさ

れた｡

l.おもな特長

(1)日立製作所独特のダブルリーチ(2段式フォーク)式スタ

ッカクレ】ンの開発とその採用によr),冷i束倉庫の生命であ

るスペース効率は,従来のスタッカ クレーンに比べ約20%向

上した｡

(2)中央処理装置に削御用コンピュータHIDIClOOを採用し,

入出庫,棚(たな)管手堅を自動化し,倉庫要員の大幅な省力化

を実現した｡

(3)入庫優先,出嘩優先,配替など倉庫運用に即した各種の運

転モ【ドを完備することにより,入出庫能力の変動に対し柔軟

件を持たせるとともに,椰(たな)の運用効率の向上を期した｡

(4)低温下における機器の信頼性の確保はもちろん,各種の

バックアップを考慮し,スタッカクレーン,コンベヤおよび

コンピュータが一体となって信索引生の向上を図った｡

2.中央冷凍板橋冷蔵庫の概要

規模:公称トン数9,540t,冷蔵等級 F級,軒高 31m

形式:一一般普通庫＋自動倉庫

自動倉庫:容積14,936m3

格納パレット数:2,584(8列×13段×25連)

荷役:スタッカクレーン(2基),入出コンペヤ(一式)

制御:コンピュータ削御

冷i束設備:i令i東谷量122RT

冷)東機:f千首丁･340kWスクリューコンプレッサ

冷媒:フレオン(R-22)

エレベータ機械室 エバコン

【
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図16 中央冷凍板橋冷蔵庫機器配置図
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製鉄原料ヤード管王里計算制御システムを完成

製鉄所における高炉,焼結,コークス原料の船舶からの′受

入れ,事前処理,原料ヤ【ドおよび貯鉱槽(そう)の在樺管王軋

ベルトコンベヤ ネットワークによる効率のよい原料輸送など,

いわゆる製鉄J京料管理を一‾ノ亡的に行なう本桁的な計算制御シ

ステムを完成した｡本システムはF別御川.汁算機HIDIC500を

他用し,オンラインリアルタイムで原料輸送スケジュールを

作成し,そのスケジュールに従って原料輸送系の自動逆転ま

たは)ト自動運転を行ない,妓適在樺管理,実績管理,データ

ロギングおよび関連計算機システムとのオンラインリンケー

ジを有機的に行なっている｡二れらの機能によI),各貯鉱槽,

中継槽の在嘩レベルのビン切れなどに対する安全性を確保し,

また良質のブレンディングを行なうなど原料管理水準を向_卜

し,荷役設備の手ji一失の穀′ト化およびベルトコンベヤ ネットワ

ークに対する経済性,効率を｢戸-】上させるように輸送作業の順

序,時札 輸送量をゴ泣適化L,また自動化,管土曜の胡三中化に

よる省力化を†芙.呪している｡

本システムは製鉄所煉料ヤードの広皐別項の設備を一一元管+哩,

制御するため約5,000点にも及ぶプロセス人山力装置を有し

ている｡また高イ古根性を確保するため二_窮系にするなどハー

ド,ソフト向融から竿､fにノ考慮されている｡

J成料輸送スケジュール モデルのアルゴリズムは2方式開発

し,それぞれ自動運転システムと半日勅逆転システムに過絹

Lている｡前二荷は思考錯誤的手ブ去をノ占本にしており､また後

‾許はオンライン用高速LP(リニア プログラミング)を湛本に

し故地スケジュール作成を実_呪している｡

製鉄所構内鉄道輸送自動化システムを完成

梢内における鉄道輸送は,拉近に至って得力化によりディ

ーゼル機関車のりモートコントロールによる1人達転に格っ

てきたが,さらに限られた区間のくI)返し運転に対してはコ

ンピュータ;別御で無人運転を行なう システムを開発Lた｡ま

た一方,寸満内各所にて様(か)動Lている多数のi号車,子音申を,

効率よく運用させるため,中央制御三三にコンピュータを設置

して,各ヤートからの配車要求や配車状況を人力し,作業完

了予定時刻とか空車予定時l圭与ほ計算し,カラーディ スプレイ

で表示するとともに,同時に運行実績をタイプライタで記録

するという情報処理システムもあわせて開発し,このたび株

式会社神f:j製鋼所加古川製鉄所に納入した(図け)｡ニれら両

システムともわがⅠ司では初めての試みであI)､安全装置の設

置による事故防止と,作業の効率化および省力化に今後ます

ます威力を発揮するものと期待される｡

区It了 製鉄所構内鉄道輸送自動化システム(中央制御室)
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MARSlO5国鉄座席予約システムの完成

目上二聖堂作析が昭和47年3月日本国イj‾鉄道に納入したMARS

lO5システムは,向年9月,12月および翌48年1‖の3L==二わ

たるIF】システムとの切替えも無･-!拝終了し,仝何の｢ふどりの

窓口+に配置きれた約1,400台の端末と1自二結し､1f二l約70ノブ

墟仰の指定席を発売する蛙博子約システムとして本桁的に様

(か)動を開始した(図18,19)｡

本システムのおもな牛‡民は次のとおりである｡

(1)中央装置はHITAC 8700を月ト､たマルチ プロセ･ソサ シ

ステムとし,HITAC 8700の新機能を十分生かして,†i摘州三

と処理能力の協調を図った｡

(2)収谷蛙席数の榔加,発売期｢呈りの延仲により垣傭ファイル

の容量が岬大したため,子滋1tドラムの他にi言山毘谷量♂)人きい

集団ディ スクを他用した｡

(3)杓米の発放任を考慮して,従来ハードウェアで行なって

いた唾席のサーチを含めすべてソフトウエアで行なうように

Lた｡また,更新されるファイルは,ダウン時川を知縮する

ため二二重化とした｡

(4)座席予約業務に適したオペレwティング システムを偶発

し,オーパへlソドの低減と拭作性のl‾rlj_1二を伺った｡

(5)現在の窓Lj用端末は､駅名,列車新に捕′ト仲を仙川して

いるが,列車本数,駅名の飛躍的なぺ-川口により枇裁い上の不

他さが生じたので,今回新たにタイプライタをベースにした

端末慌を開発し､あわせて券面の全面日勤印ざi:を卜司った｡そ

の他,汎用のタイプライタも設置し,僻事RJ和上1iL川に利川し

ている｡

図18 MARStO5システム中央装置
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図19 MARS105システム中央装置構成図

注:

MMU 主記憶装置

BPU 演算処理装置
10P 入出力処理装置

MPD 集団ディスク駆動装置
F D､磁気ドラム喜已倍装置

MTS 磁気テープ装置

CCM/TRC 通信制御装置



システム 日立評論 VOL.56 No.1

H‖‾AC 8700を用いた

大規模オンライン バンキング システムを完成

株Jじ仝什火粘鎚子f(以-l､＼如海鎚/打と略す)オンライン シ

ステムは,従求刑1て系とね二件系とに分かれていたシステムを

HITAC 8700を用いて統丁㌣した人規枚オンライン システムで

あl),4糾二1月HITAC 8500からの湖令系グ)格付も順朋に進

み,オンラインでの柘(か)J軌を】ij+始Lた｡IiiJ牛41+令凹鈍行

協会(以‾卜,全銀協と略す)岩与件システムとオンライン接続し,

lli川二7‖本文為俸を収存し‾刑余･各停の統†ナを尤T Lた｡本

システムはr卜火装こど主としてHITAC 87003千丁を1j-Jいた匡‖勺で

もイJ‾数の卿こ1さを持つオンライン バンキング システムであり,

業務の拡大およびデータ量の梢柁的な抑加に刈･処しうる能力

を持つ(図20)｡

本システムのおもな柑1去は次のとおりである(図21)｡

(1)卓越Lたシステム パフオーーーマンスを持つHITAC 8700を

1-Hいたことにより,処理能力の飛甜削りな州加と†.拙州三の向__1二

を一丈,呪した｡

(2)従米ほ摂食とょ与件とで別イ剛二必要であった【叫線および端

末装置をシステムを統合することによリー･本化L,効率よく

利川できるようにした｡

(3)全銀協 為替オンライン システムと中継コンピュータを

介してオンライン接続することにより,他行ズ与替のスヒ【ド

アップを行なった｡

(4)オペレーティング システムとして大規快システム用のE

DOS-MSOを川し､た｡

(5)火海蝕イf鶉りl]のオンライン コントロMル プログラムと

してUCP(User ControIProgram)を11附邑し,顧客が業

頗プログラムを布端に作成できるようにした｡

図20 東海銀行名古屋センタ
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図21束子毎銀行名古屋センタシステム構成図
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気象庁納めH‖‾AC 8800/8700数値予報システムを完成

従水,致仙二jl馳は1日l川部JHのデータを川い,子細モデ

ルもバランス モデルを†む川し,グリッド数は51×51,グリlソ

トし】r川;】㌧.弓は381kmで行乙･われていた｡/｢川,HITAC 8800/8700

のや人により,一丁紬は1

紬モデルもプリ ミティブ

37,グリッドf…りドl■′.毒は152.

･呪範の中の人塊根連動,

臼2卜り,その日のデーータを川い 十

モデルを仙川し,グリッド数は33×

4kmになり,地球大気中に尖+兆Lうる

中規模逆垂れ 対流規範および巾ノJ慣

性まで含まれることになった｡

(1)システムの才如主

(a)TOSBAC5400システムとのオンライン システム

(b)リモートバッチ,バッチ,オンライン システムのi比イl三シ

ステム

(C)HITAC 8800/8700c乃マルチプロセッシング

(d)マルチプロセッシングと何時に,特:右JOBに閲してCPU

の指1ょが可能である(これは数的予報ジョブのような膨人

な計算時川を賀するものは,HITAC8800のみでノ克行する

ためのものである)｡

(e)工け殊機器のl-iHヲ芭

HITAC 5020,TOSBAC5400,HITAC 8000系を何時に

サポートする磁1もテープ コントローラ,大1t凶山カメ-fjライ

ンプりンタの6行10行切枚,システム帖成制御やダイ レク

ト デ【タ制御などの機能をイJ‾するシステム コンソール,

ジョブごとにラインプリ ンタ用紙をカットするラインプリ

ンタ カッタなどのト封発がなされた｡

(2)システムのヰ件成

(a)ハードウェア

HITAC

HITAC

HITAC

HITAC

HITAC

HITAC

HITAC

HITAC

HITAC

HITAC

その他,

8800演算処理業置:1子i

8700演算処アI主装置:1台

8061人工_t-けプ処J埋装置:2千言

8051主記悠装置:4了(丁

8567-2高j幽遠;(ドラム,吉山造装甚:2子i

8445-2(滋;毛テープ装置:2千丁

8455磁1tテープ装置:8台

8576-10ディ

8578-11デイ

8578-12テイ

ライ ンプリ

卜せん礼儀などよ

スク駆動装置:1f了

スク馬区動装置:1亡i

スク駆動装置:3f了

ンタ6台,紙テー70読取せん孔機,カ

リイ構成される｡

(b) ソフトウェア

オペレーティング システムのOS7を中心として,TOSBAC

システムとの接続のためのライン プログラム,ユーザ【コ

ントロール プログラムがあり,業務プログラムとして,デ

ータ変換,退択および抽出などを行なうデコーディングプ

ログラム,グリッドの値や現状角年析を行なうオブジェクト

アナリシス用プログラム,予報計算を行なう予報モデルの

プログラム,それにファックス用4帥立とラインプリンタ用

93柾の天気図作成用プログラムなどで構成される｡

(3)システムの拡張

本システムの導入によI),潜在的なバッチ アプリケーショ

ンたとえば統計課,長期予報課,人事課,乞t象研究所など

もカバーできることになり,乞く象庁総合計算センターとし

ての機能も持つようになってきている｡
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日本電信電話公社納め

科学技術計算サービスシステムを完成

【-i‾1こノiに†汁lに-i占±'さ‖二では､｢榊卜之化叫:代の紫1;-■1‖二二たえるた.め

に,仰和44fトより上卜､土製望什三れ1i:ト_l二適株ン〔合札 日本′.に1t休

J〔仝祉の3祉と共何で､本朽【′!勺なオンライン リアルタイム

システム向けの柑畔大形十朋掟処IIFミシステム(DIPSLl)のi与H発

を進めている｡

什丁′二技仙汁キラニサ【ビスシステムは,DIPS-1L(研′先･ソフ

トウェアri粥己‖J),DIPS-1F(フィーールド試験用)にリlき鈍

いて,什本ノ】にイii7‾E荊公祉より【トニ亡肘乍巾か立江Lたもので,

DIPS-1c乃商†口慌とLては節1サシステムである｡

｢りく`1Lこイin立話公社は,公衆デ【タ辿†,け-ビスとLて,眼

光f川i作用システムと朴､アニ寸之恥汁号?ニサービスを実施Lている

が,二のシステムはいJ公什人阪弁大人Jに設ii与されて,丙r]イこ

地｢文ニグ)什､f:托千仏汁号令ニサー｢ビスに供される(図22).

このシステムのハードウェアのおもな才与土主は二人のとおりで

あるこ､

(1)諭Jこr巨尊王;‾;′壬の､1り壬J命令実行時rぎり(ロー1かレメモリ__l二のギブソ

ンミックス柑±1仙)は､約450nsでいミl推の実川機では拉高である｡

(2)ローかレメモリを採用して,経榔11Jな大容量記憶装吊三の

仙川を吋能にしている｡

(3)ページ方式を採川し,打法装講の有効利用を回っている｡

(4)フエールソフト方式により,システムのイ盲吉松作を摘めて

いる()

(5)転送装荷と入山力装試引別の接続条什を規定する入JlりJイ

ンタフェースとして｢Ⅰ/0インタフェース'69+を班川している

(表1)｡.

表l 主要装置の仕様

装 置 名 性 能

論 理 装 置

大 容 量 記 憶 装 置

転送制御装置
転

l 高速セ■レクタ

送
チ

チャネル

装
ヤ セレクタ

ネ チャネル

置 ル マルチプレクサ

チャネル

顧巨曲事ミj野を

転

穆
デ世塵頭

㌦
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最大4台ノシステムによるマルチプロセッサ可能

ローカルメモリ 8kBまたは16kB

平均命令実行時間(ローカルメモリ上のギブソン

ミックス相当値)450ns

最大16装置ノシステム接続可能

ハミング符号による単】誤り自動訂正機能

容量IMB.■装置 サイクル時間2ns

最大6台.′システム寺要素売可能

最大柑チャネルノ装置 最大転送能力I2MB′ノs

転〕羞幅4B並列(32ビット並列)

4台･装置接続可能

転送幅IB(8ビット並列)

12台･装置]妾統可能

車云送幅IB(8ビット並列)

6台 装置 才妾プ抗可能

一
言‾‾

ぎ''二

図22 日本電

信電話公社大

阪弁天局納め

科･学技術計算

システム

システム 日立評論 VOL.56 No.1

公衆通信回線(テレックス網)を利用した
オンライン システムの開発

｢公衆電乞く通信法+の改正により開放されたテレックス網に

ミニコンピュータHITAClOIIを接続し,データの自動送受

信を行なうシステムを開発した(図23)｡このシステムは,テ

レックス48台分の働きをするもので,下記の特長を有する｡

(1)送受信データは,磁気テープに記録されているので,テ

レックスの紙テープに比べ,操作性が非常に良い｡

(2)ダイヤリング,データの送受信,編集,モニタ出力,ジ

ャーナル出力などすべてミニコンピュータが自動的に処理す

るので,テレックスを個々に操作するのに比べ,大幅な省力

化が図れる｡

(3)全国6万台のテレ､ソクスをそのまま本システムの端末装

置として利用するので,企業のわくを越えた多様な用途に適

用できる｡

lmL■

ヨ領㌃卜

図23 HITAC10ⅠⅠによる.公衆通信回線利用オンライン システム

防犯防災トータルシステム(TSS)を開発

本装置は本格的な常駐警備システムとして日立製作所が日

本1旨竿備保障株式会社と共同開発した安全総合管理システム

(TotalSecurity System)で,大別して本部関連機器,端

末関連機器,各種センサから成一),さらにそれらは出入,防

犯,防火,設備の各管理系で構成されている｡従来の安全管

理システムでは防火,防犯などが個別に行なわれ,異常発見

を主眼としていたが,これに対して本システムは平常時の情

報を蓄積し必要に応じて迅速に検索して異常の予防を行なう

正常チェック方式を採用し,有事は異常内容の表示,記録,

自動通報などの処理を行なう｡もちろん回路はすべてICで構

成し,特に記録論理はROM(Read Only Memory)を才采

用,また本部,端末,センサ間の短絡,断線などの回線監視

を行ない信相度の高いシステムとなっている(図24)｡

肝ヨ

匡124 TSS本部表示操作装置



システム 日立評論 VOL.56 No.1

東京瓦斯株式会社袖ヶ浦工場納めガスプラント
受変電およびプラント監視計測システムを完成

束京瓦斯株式会社袖ヶ浦工場は,同社の天然ガス転換計画

の一環として建設された,LNG専用工場である｡日立製作

所は今軌 同工場に下記のようなCRT(カラー プロセス

ディスプレイ)を用いた計算制御システムと遠方監視制御シ

ステムを納入した(図25)｡

(1)本システムの系統盤は重要機器のみを表示し,全系統は

CRTを用いて変電所単位に表示し,系統盤の小形化を図った｡

(2)遠方集中制御装置の二重化を行ない,高信輔度化を図った｡

(3)システム規模は,HIDIClOO(容量12kW),トラム(容量

128kW),CRT(1台),タイプライター(1≠り,ス"パー

(伝送速度200bit/s,子局数6局)である｡

＼

図25 東京瓦斯

株式会社袖ヶ浦

工場コントロー

ルセンタ

セ象よ心メー～

tか

′､港幣1x
l､′野

′､叫〆叩

1,▲

を′｡

総合病院向け肺弓幾能検査自動処王里装置を開発

大乞i汚染公害などによる呼吸器系疾患患者の増加に対処す

べく,精密肺機能検査の準備段階からデータ処理までの自動

化を,厚生省の補助金を受け広島大学と日立製作所とで共同

開発した(図26)｡

おもな特長は下記のとおりである｡

(1)数台の横森装置を1台にコンパクト化した｡

(2)検禿における操作が簡単となった｡

(3)4八分の検査成積を記憶できるため,4人の患者に負担

を集中することなく実施できる｡

(4)従来約1時間を要していた検査データの演算処理結果が

検査終了直後に印字出力される｡

なお,本装置で実施できる検査は次のとおりである｡

(1)換気量検査(2)残左も量検査(3)拡散能検査(4)運動時

酸素摂取量検査(5)じん肺法に基づく第一次,第二次肺機

能検査

f唆素才某取量検査

(5)じん肺法に

基づく第一次.

第二i欠肺機能検

査

図26 肺機能検査

自動処王里装置

患者自動監視システムを完成

重症患者の監視や,人工腎(じん)臓透析患者の監視におい

ては突然に訪れる緊急事態に備えて,常に生体からの情報を

畳′夜を問わず連続して監視しなければならず,これに従事す

る医師や看護婦の勤務は過酷なものとなっている｡

本システムはコンビュ”タを導入し,患者情報を自動的に

収集し,必要に応じ取り出して患者の容態の判断や治療に役

だてようとするものである｡おもな処理機能は次のとおl■)で

ある(図27)｡

(1)心電図不整脈の連続監視

(2)心拍,体温などの患者情報の自動計測

(3)異常時におけるアラ【ムの警報と参考情報のディスプレイ

(4)日章臥 計測値経過グラフなど各稚報告書の作成

先議

図27 患者自動監視システム

日立臨床検査システム(HILAS)を完成

医療の中心をなす臨床医学では,疾病の早期診断と治療が

絶えざる要求であり,ニのための情報の大半を提供するのが

臨床検査部門である｡これに応じすでに400形およぴ500形臨

床用自動分析計が開発され多数使用されているが,検査室の

能力向上 省力化にこたえて全体の自動化を計画し,検査依

頼の受付,検査のスケジューリング,用手法検査結果の入九

各種報告書の作成を行なう臨床検査システムを開発し,昭和

48年5月以降目立病院ほか4セットを納入L,さらに多数製

作中である(図28)｡

本装置はオンライン処理と各種分析計との接続が容易なこ

とを特長としている｡本システムは,さらに最近関心の高ま

つている食品公害関係の農薬,食品毒作検杏にもそのまま使

用でき,東京都立衛生研究所,その他に納入され今後人いに

f振路の拡張が期待される｡

図28 日立病院納め日立臨床検査システム(HルAS)
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診断用カセッテレス透視撮影台を完成

診断用カセソテレス透視】最影台TRU-VlOOは,標準の四

つ切判フイルムをそのままで100枚まで速写部にプリセット

できる,いわゆるカセッテレス速写装置が組み込まれた遠隔

操作形透視撮影台である(図29)｡

フイルムはインターリーフごとマガジンに装てんができ,

撮影時自動的にインターリーフと分離されて撮影ができると

いう他社にない大きな特長を持っている｡速写撮影は,四つ

切判全面撮影のほか縦%,棋妬,縦%の分;別を任意に選択で

きる｡増感紙とフイルムの密着を確実に行なうために,真空

吸引方式を採用しているので写真はきわめて鮮鋭である｡患

者番号やネームも同時にプリントし,正確な記録が行なえる｡

｢ゝ

軍
ダ′札l

サも

′う′∴rて甥｡ しメi

さ

卜戸L-

図29 診断用カセッテレス透視撮影台TRU-∨柑0

企業内教育におけるCAlシステムの実用化

わが｢耶二おいてCAI(Computer AssistedInstruction)

システムの開発が行なわれて久しいが,CAIシステムを企業

内教育にき#人している例は数例にすぎない｡ニこに紹介する

システムは,このほど株式会社BWR(Boiling Water Reac-

t｡r)逆転訓練センタに納入した8学習者端末装置を有する実

相化システムで,原子力発電所運転員養成を目的としたもの

である(図30)｡

BWR発電プラントの概要,原子炉内機器,プラント内主

要設備,炉物理安全運転管理などの運転員として必要な知識

の習得にイ吏用される｡

構成:超小形計算機(16k語)1台,ディスク装置(2.5M語)

1台,ランダム アクセス音声ファイル(40×8メッセージ)

1≠i,学習者端末装置(キーボード プリンタ＋スライドプロ

ジェクタ十ヘッドホーン)8台

湖
図
3
0

BWR運転訓練センタ納め｢日立CAlシステム+
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静止画像多重伝送実験システムを完成

将来の多種多様な生活情報,知識情報や教育などの放送に

対する需要にこたえるための静止画像と音声の多重伝送方式

を日本放送協会総合技術研究所と共同研究の結果開発,実験

システムを完成した｡

伝送は静止画の映像信号とPCM多重音声信号との時分割

多重方式で,テレビ放送1チャンネルで画像更新平均周期10

秒の静止画,音声の約100番組を伝送できる｡

実験システムは,多チャンネル形およぴランダム アクセス

形の番組実験に供されるもので,480秒の音声と50枚の静止画

を,5秒周期でく り返し伝送できる｡

映像信号は直接送出用ディスクレコーダに収録し,音声は

量子化し,編集処理のうえ送出用ディスクレコーダに収録,こ

れらを連続再生し送出処理を経て,静止画伝送される(図3り｡

映像

ーテぞプチコヱダー㌶言一芸一言二三男一芸岩
音声

ディスクパック

メ モ リ

送信設備

ミニコンビュータ

テレビ受信機

#い…
タ

ムリ

M調

柳
城
P
｡
復

●

1受信選択
巾

受信機
-----

図31静止画像多重伝送実験システム系統図

都市およびニュータウンのCATVシステムを完成

都市の建築物の高層化に伴うテレビの受信障害区j或の広域

化につれ一受信障害救済用の施設も大形化しつつある｡この場

合,施設の末端のテレビ受像機においても,十分良好な画像

品質と信号ベルが要求される｡伝送される信号は1～12チャ

ンネルまでの放送波信号だけでな〈,UHF苛のテレビ放送

信号を1～12チャンネル内の空(あ)きチャンネルに変換し伝

送すること,FMラジオの信号を伝送すること,さらに地域

住民への広報の手段としてテレビ画像による自主放送機能を

持つことが要求される場合もある｡ニュータウンにおいても

アンテナ林立を避け美観を保つために,また地域的なビル陰

受信障害を救済するためCATVが導入されている｡日立

CATVグループは,(財)名古屋ケーブルビジョン新栄地区

CATV(図32)をはじめ大成建設株式会社(芙蓉住宅開発懇

談会)および京王不動産株式会社などに納入している｡
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図32 財団法人名古屋ケーブルビジョン納め新栄地区CATV幹線系統図




